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１．スーパーミクロ工法の概要 
(１)はじめに 

平成8年に小口径で長距離曲線推進施工が可能な「ミクロ工法」を開発し，16千ｍを超える施工実

績を積み重ね，社会のニーズである小口径推進の長距離曲線化に応えてきた．しかしながら，社会情

勢は［工費縮減］という流れから，施工単価のより経済的な工法が必要とされてきた．ミクロ工法は

二工程式であるため，一工程式に比べると少々割高である．そのため，ミクロ工法を一工程式にする

ことで，施工単価を大幅に引き下げられるのは明らかであった．そこで，ミクロ工法を一工程式にバ

ージョンアップしたものがスーパーミクロ工法である．このために，測量を行う方位センサーを小型

化し，推進管内に投入する開発を進めた．それと同時に，長距離推進に必要なヒューム管から滑材を

注入できる推進管の開発にも着手した．以上より，ミクロ工法の技術をベースに，より安い施工単価

を第一目標に開発を進め，より汎用性・経済性を求めた「スーパーミクロ工法」を平成14年に共同開

発した． 

 
写真－1 測量ロボット      写真－2 スーパーミクロ工法用管（トリプル吐出管） 

 
（２）工法概要 
本工法は，呼び径400，500，600の小口径管を対象にした泥水方式一工程式の推進工法で，長距離

（300ｍ）・急曲線（60ｍ）を高精度に施工可能とした工法である．この工法は，工法用掘進機，強制

管，後続管，測量ロボット等の開発により曲線施工を可能とし，ポンプ筒および滑材注入管の開発に

より長距離施工を可能としている．また掘進機のオーバーカット量を最小限に抑えることにより，従

来の長距離曲線推進工法と比較して地盤の沈下量は小さなものになっている． 

 
図－1 システム概要図 
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(３)施工手順 

施工は以下の手順により，管路を構築する． 

①掘進機を発進立坑に投入し，推進する． 

②強制管・ポンプ筒・後続管 1・後続管 2 の

順にそれぞれ接続し，推進する． 

③地上にて，測量ロボットの走行管，送排泥

管をユニット化したインナーユニットを

推進管内に挿入し，順次接続して到達立坑

まで推進する．掘進時の方向制御は，測量

ロボット等による自動測量システムの測

量結果を操作盤の画面で確認しながら，掘

進機・強制管に装備した方向制御・修正ジ

ャッキを遠隔操作する方法で制御を行う． 

④到達後，掘進機から後続管までは到達立坑

から回収する． 

⑤推進管内部に挿入しているインナーユニ

ットは発進立坑から引き抜き，推進を完了

する． 

 

２．スーパーミクロ工法の特徴                 

①泥水方式一工程式の採用               

②最大300ｍの長距離推進が可能 

③曲率半径Ｒ＝60ｍまでの急曲線施工が可能 

④呼び径φ400・500・600に対応 

⑤広範囲な土質に対応 

⑥曲線造成のための地盤改良はほとんど不要 

⑦スーパーミクロ工法用推進管を使用した中間滑材注入による推進延長の長距離化 

 

３．ミクロ工法とスーパーミクロ工法の比較 

表－1 ミクロ工法とスーパーミクロ工法の比較 
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工法名
仕様項目

泥水方式一工程式 泥水方式二工程式
φ４００･５００･６００ φ２５０～６００

Ｒ≧６０ｍ Ｒ≧３０ｍ
Ｌ≦３００ｍ Ｌ≦４００ｍ

ジャイロ形式
ﾜｲﾝﾀﾞｰによる牽引走行

ジャイロ形式
自走

一般の市場をターゲット
施工条件の厳しい市場を

ターゲット

スーパーミクロ工法 ミクロ工法

推進方式
呼 び 径

今後の展開

測量ロボット

推進延長
曲率半径

到達立坑 発進立坑

掘進機

ポンプ筒
後続管１・２

①発　進

②後続管２まで推進

③推進管推進

強制管

推進管後続管２

ｲﾝﾅｰﾕﾆｯﾄ

押輪

接続ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

④掘進機および後続管到達搬出

⑤インナーユニット引き抜き

ｲﾝﾅｰﾕﾆｯﾄ

到達立坑 発進立坑

到達立坑 発進立坑

図－2 施工手順 


